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石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
進
・
連
合
・
社
民
）

　

里
見
公
園
分
園
の
桜
を
伐
採

し
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
す
る

計
画
は
、
国
府
台
公
園
の
敷
地

面
積
に
占
め
る
運
動
施
設
の
割

合
が
国
の
基
準
を
超
え
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
提

示
さ
れ
た
案
で
あ
る
。
し
か
し
、

平
成
29
年
６
月
、
国
の
規
制
緩

和
に
よ
り
自
治
体
が
独
自
に
運

動
施
設
率
を
設
定
で
き
る
よ
う

公
園
本
来
の
目
的
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

公園の運動施設率

に
な
っ
た
。
運
動
施
設
率
の
設

定
に
関
す
る
市
の
方
針
を
問
う
。

答　
運
動
施
設
率
の
設
定
に
係

る
条
例
改
正
に
向
け
た
本
市
の

考
え
方
と
し
て
は
、
現
段
階
で

は
、
国
の
参
酌
す
べ
き
基
準
で

あ
る
50
％
を
上
回
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
も
の
の
、
都
市
公
園

と
い
う
本
来
の
目
的
を
踏
ま
え

た
施
設
率
の
設
定
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

法
改
正
で
規
制
緩
和 

市
の
設
定
方
針
は

佐
藤
ゆ
き
の
り
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

市
は
近
い
将
来
に
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
を
予
定

し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン
ス
パ
市

川
の
前
面
の
堤
防
に
は
広
場
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
建
て
替

え
に
当
た
り
ス
ー
パ
ー
堤
防
と

上
部
利
用
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
次
期
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
地
に
お
け
る
ス
ー

パ
ー
堤
防
の
整
備
は
、
水
害
に

国
と
協
定
結
び
上
部
利
用
も
検
討
進
め
る

次期クリーンセンター整備

強
い
街
づ
く
り
と
共
に
、
堤
防

上
部
を
有
効
活
用
で
き
る
事
業

と
認
識
し
て
い
る
。
整
備
に
お

い
て
は
国
と
市
で
基
本
協
定
を

結
ぶ
計
画
で
あ
る
が
、
市
と
し

て
は
、
セ
ン
タ
ー
建
設
と
堤
防

工
事
の
双
方
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
継
続
的
に
国
と
調
整
す
る

と
共
に
、
堤
防
の
上
部
利
用
に

つ
い
て
も
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

合
わ
せ
て
ス
ー
パ
ー
堤
防
の
整
備
計
画
は

佐
藤
義
一
議
員
（
民
進
・
連
合
・
社
民
）

　

本
市
は
、
市
の
将
来
像
と
し

て
、
基
本
構
想
の
中
で
「
人
と

自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
」
を
掲

げ
て
お
り
、
自
然
環
境
を
守
る

た
め
に
様
々
な
施
策
を
実
施
し

て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、

ク
ロ
マ
ツ
を
初
め
と
し
て
山
林

や
斜
面
緑
地
等
、
市
内
の
緑
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。
緑
地
の

保
全
に
向
け
、
市
は
ど
の
よ
う

年
々
減
少
す
る
緑 

市
の
取
り
組
み
は

民
間
に
よ
る
緑
地
整
備
促
進
も
視
野
に

都市緑地の保全

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
山
林

保
有
者
や
樹
木
所
有
者
と
の
協

定
の
締
結
、
国
府
台
緑
地
に
隣

接
す
る
用
地
の
取
得
に
向
け
た

準
備
等
、
緑
地
面
積
の
拡
大
に

努
め
て
い
る
。
今
後
は
、
民
間

に
よ
る
市
民
緑
地
の
整
備
を
促

進
す
る
制
度
等
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
引
き
続
き
、
都
市
緑
地

の
保
全
に
取
り
組
み
た
い
。

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

市
川
駅
南
地
域
で
は
、
台
風

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
際
し
て
度
々

道
路
冠
水
が
発
生
し
、
沿
道
店

舗
内
へ
の
浸
水
や
汚
水
の
逆
流

等
の
悪
影
響
が
発
生
し
て
い
る
。

市
は
平
成
29
年
度
に
新
田
４
丁

目
13
番
地
先
の
道
路
側
溝
を
改

修
す
る
工
事
を
行
っ
た
が
、
そ

の
経
緯
と
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

答　
28
年
８
月
の
台
風
９
号
に

側
溝
改
修
工
事 

経
緯
と
効
果
は

住
民
要
望
受
け
調
査 

勾
配
不
良
等
を
是
正

新田４丁目地先の道路冠水対策

よ
る
冠
水
被
害
の
発
生
後
、
沿

道
の
住
民
の
要
望
に
よ
り
状
況

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
当
該
地

の
地
盤
が
低
く
、
沈
下
に
よ
る

側
溝
の
勾
配
不
良
等
が
判
明
し

た
。
そ
こ
で
今
回
、
側
溝
の
幅

を
広
げ
る
と
共
に
勾
配
不
良
を

是
正
す
る
改
修
工
事
を
行
っ
た

こ
と
で
、
排
水
能
力
の
向
上
が

見
込
ま
れ
、
道
路
冠
水
の
軽
減

に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

公
益
通
報
者
保
護
制
度
は
平

成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
る
「
公
益
通
報
者
保
護
法
」

に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
。
通
報

に
基
づ
い
て
業
務
改
善
や
不
正

の
改
善
が
図
れ
れ
ば
、
市
も
助

か
る
こ
と
に
な
る
。
本
市
に
お

け
る
本
制
度
の
取
り
組
み
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

答　
公
益
通
報
者
保
護
に
つ
い

市
の
取
り
組
み 

現
状
と
今
後
は

通
報
し
や
す
い
制
度
の
整
備
を
図
る

公益通報者保護制度

て
、
本
市
で
は
現
在
、
法
務
課

に
窓
口
を
設
置
し
て
対
応
し
て

い
る
。
過
去
３
件
の
通
報
が

あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
要
件
を

満
た
さ
ず
、
制
度
の
適
用
に
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
消
費

者
庁
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
踏
ま
え
、
事
務
取
扱
要
領
の

内
容
整
備
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
周
知

を
図
る
な
ど
、
通
報
し
や
す
い

制
度
の
整
備
を
図
り
た
い
。

宮
本　
均
議
員
（
公
明
党
）

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
統
一
し
た

市
の
イ
メ
ー
ジ
発
信
に
つ
い
て

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
市
の
認
識
を
問
う
。
ま
た
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
は
考
え
ら
れ
る
か
。

答　
現
在
、
庁
内
で
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
等
の
使
用
に
つ
い
て
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
更

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

シティセールス

な
る
イ
メ
ー
ジ
統
一
化
の
手
法

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
を

進
め
た
い
。
ま
た
、
市
民
が
主

体
的
に
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、

発
信
す
る
こ
と
は
大
変
有
効
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
の
主
な
対
象
者
で
あ

る
子
育
て
世
帯
や
若
者
の
趣
味

趣
向
に
合
う
情
報
に
つ
い
て
は
、

行
政
か
ら
も
積
極
的
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
化
を

荒
木
詩
郎
議
員
（
創
生
市
川
第
３
）

　

市
が
管
理
す
る
市
道
・
橋

り
ょ
う
の
老
朽
化
に
関
す
る
市

民
か
ら
の
要
望
は
毎
年
２
０
０

０
件
を
超
え
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
程
度
対
応
で
き
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
市
以
外
が

管
理
す
る
道
路
に
関
す
る
市
民

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
28
年
度
の
道
路
施
設

等
に
関
す
る
市
民
要
望
は
、
直

接
職
員
に
よ
る
補
修
や
小
規
模

修
繕
工
事
等
で
、
約
94
％
を
対

応
し
た
。
残
り
の
件
数
は
、
広

域
に
わ
た
り
改
修
が
必
要
な
も

の
と
、
年
度
末
に
寄
せ
ら
れ
た

要
望
で
あ
る
。
ま
た
、
市
以
外

が
管
理
す
る
道
路
等
に
関
す
る

要
望
に
つ
い
て
は
、
要
望
者
に

代
わ
り
、
そ
の
内
容
を
国
・
県

等
の
管
理
者
に
伝
え
て
い
る
。

市道の老朽化
市民要望に対応できているのか
小規模修繕等で約94％対応している

公 園 ・ 緑 地

街 づ く り

行 政

石
原
み
さ
子
議
員
（
清
風
会
）

　

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化

な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

永
代
的
に
墓
地
を
守
る
と
い
う

意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
市
川
市
霊
園
で
も
安
価
な

１
・
５
㎡
の
芝
生
墓
地
や
合
葬

式
墓
地
の
需
要
が
高
ま
る
一
方
、

大
・
中
区
画
墓
地
は
低
下
し
て

い
る
。
霊
園
に
お
け
る
今
後
の

課
題
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

墓
地
の
需
要
が
変
化 

今
後
の
課
題
は

中
区
画
以
上
の
墓
地
の
再
提
供
を
研
究

市川市霊園

答　
事
情
に
よ
り
墓
地
が
不
要

と
な
っ
た
り
、
無
縁
化
の
不
安

が
あ
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
中
、
返
還
さ
れ
た
中
区
画
以

上
の
墓
地
の
再
提
供
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
都
市
部
の
霊
園

の
提
供
方
法
も
参
考
に
今
後
研

究
し
て
い
く
。
な
お
、
霊
園
管

理
料
の
未
納
に
対
し
て
は
、
未

納
者
の
現
況
を
把
握
し
、
適
正

管
理
に
努
め
て
い
く
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

「
赤
レ
ン
ガ
を
い
か
す
会
」

は
、
赤
レ
ン
ガ
建
物
の
保
存
と

再
生
、
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

広
く
市
民
に
呼
び
か
け
て
き
た
。

平
成
28
年
に
開
い
た
見
学
会
で

は
多
く
の
市
民
が
訪
れ
た
が
、

県
が
建
物
を
売
却
す
る
意
向
で

あ
り
、
今
秋
は
見
学
会
が
開
け

な
い
。
建
物
を
保
存
し
て
見
学

会
を
年
１
回
開
く
べ
き
と
考
え

建
物
保
存
し
て
年
１
回
の
見
学
会
開
催
を

市
と
市
民
が
望
む
保
存
実
現
に
努
力
す
る

国府台の「赤レンガ」

る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
今
秋
の
見
学
会
中
止
と
い

う
判
断
は
、
建
物
の
所
有
者
で

あ
る
県
が
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
た
上
で
、
自
ら
の
責
任

で
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
市
と

し
て
は
こ
れ
を
尊
重
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、

建
物
の
保
存
は
、
市
も
多
く
の

市
民
等
も
望
ん
で
お
り
、
今
後

も
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

国
府
台
の
斜
面
緑
地


